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　甚だ完熟与り四一トで嵐ある劔，ヒもかくも台旛でフ6fルドを歩き．つ

がんできたもの篭何0＼一一ゆめ形ド巌’・して泳るヒいうこヒぱ年強貴壁な綴験・

盲あウ允ピこの何が恥＼を総力・えって蕉く感脈こヒ奄あった，

郡山盆地、特に郡・山市の地誌
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　縁の阜業論文の題名を郡山盆純の地誌乞厳め6劇・臨・うんな蟄肉贋あ・

乱座す融磁日本の訟大吃水の一つ乞得tている隻覆！脚Kについて、他影

ヒあ囲係、土地剥用への飽きがけ獄ビ驚配する』 �ｾっ知賦、こ脈楓その潅瓢
　コづ
鷹嘆斌」壁式想：両三ドあり、塊三三蚕｝こ右不便慰燕対ビ．又扱ゆ画題斌太巴す

さ碑活力履取硬めた，次い《今年簾の論・文の課畢《ある噸多ヒよ垂々用

即就て重魚、鮒にみていこうとし｝し姻、符に樹形、地贋について資料べ：疋しく

臼介、の魔短調査こだけで溝不や赤砂享、又郡鵡ヒいう地、或は擾菜葡躯め亙史

工業廊市ヒむての栽能慨しに滝える事織直蓋なごヒ細魚叱臨、、単1誕

拝独土濫用姻係鮒を鯨％ヒ、この逸出の庭働噸劇・把渥難ず
脈｝臥ちの傾匂になるの容ぱない為＼ヒ罵った．がかる愚盤を杢（一地霊を蘇

急脚七＝艇察し、騙野｛ミ於て頭辱阿の総復知的な態度をヒDたいと思った。・・

　．たず，夫きく旨然蝦：魔ヒノ＼文緩梶｝て，分け、煎省では気候ヒ麹：彰ド欠きく重

恵をしぼつ糞．

　気候では定ず福島翼適職搾於けるその地理翻笈羅を薩認した敬に、ゴの盆

匙気候’を叡献本墾の央通．り、雲旨本型の会津也ガ、「商，箔の申七型を禾すキ蕗

1∂地葡ヒ比」寵しながら、をの将徴：釜凍みたいヒ隣った。文気候ム工地：心用ド

嵐ぼす影響主ウげ・加え乏バ，こ邑絃気候1切駁らす、名・撚目飼あ回議の閥弓返，

常に：念願一におい潅つ・もりである。

　渕回勅鮒航空顎よよる噸紛一図のイ誠∴爪形衡の壁面記載一三
一i盈ザ夷寳内な作叢：ヒして行ったしこの：章「ミ特ヒ注旨した事は．＝数少肩㌔ト聯

出盤の地形の研究で、盆地地形めキ拡を海める穴梶町一帯毎壷心ヒす6一

六平〕駆短彪をヒり夫視菊状彪として敬って・・る執（井レ《剃馳の扇央部

ド誌てさえ謙受贈ら憩い争池下蜜蝋略してい辞麗扇単調免
赦し軸・事がら、実際の取違蜘禍つヒ規挨球，トさく．扇状地の本瑞断ル

ノ陶な慮骸ド新幸してい＆ヒ恩つたこヒてある。溜池池或である寧も力いゑ
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鯉に立て幽静け赫であみ・魏ζ二二媚慨三三ヒ嘱係
1（小《三思た・穿て一三⇒凹凹融働謁地細破骨⑫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ梅購にまと訓蟹巌筑徽二三ヒして恥レ・て幡・
　沢1訊鰍三二て三二鋤囎の綿下下父臨工気縣土三訂
1＝重点をおいた・那葭は・トさな生湯｝三一ゐ＼ら発卑し匠よ引こ父颪・の要甦ヒ＼＼ら

地二三緋常ト重数回・各垂瀦醐て縫大蝿饗醤えてい静
1旧劇漁碗励し豚であん凹した下下靴碗・て詔秘蹟馳
娩吻齪舷1・劾、鳳っ、離工業蝋ヒい孫剰蕨彪蔵して
、魚入さ寂要函ヒ恩励し瓦工菓鮒．その三滝概魏、笠飽叙吃愁良の三
三がら．工案・都宙欝ぬの姿をみたいと思った・糖tて工業鬼・喚の過荏｝こ捧げ届

二三三口ぞ臥癩それレ群う鍛工叢の動きド三昧藤にぜた．

　魏の工芙祭展の動蝋は、江磐闘慧り潜五してい天農努が阜ら獅獄
幽の二三1（あり、腸潅初頭ト町回昼迩の三二地：帯し緒がつい彦鑑滝）貴本の葡商

業熱ら蛍終して、二方の箱三代遡よワ導かれ6曳積一疏謎くを刊用し瓦工三三承

妥積疏ノKに滋末た愁電げ「ゐ＼らブ援：鶴で姿価煎鱈涛ご。確保なビがら，三三で：はや

央）翫奉1一よ，る化考エ・彙、紋1繍工業を，下心ヒした六工湯地、驚を％罪して翠尋．

　ヌ、蝋治初期て於ける郡ム金姑階級蕪噸三子菜ぱ崩適醜の颪藩欝衆1寂

る失業藩士の叔粥　業ヒして全邸創こ行わレ紘ものめうち，三二的伺もので

且つ、それが多大の成坊をもって干し遽げらレ願もので励乱荊熟以煎の上

地斥建用の三三、国営牽業／こ先立っ旗地芯商志の嗣三下集、毒睡の三教の馨庖

網の形下愚脆調べた．三門落の弄飛じ墜下ビ・・う形で蜘．そ盛・
憎め婁村、鋳村形彊ヒは吋照穂燈ある．婆積硫承蝕；め騰の賄下穿叢の牛刀

であり，その後の発展・を生諒雌す三等カヒーなった．

農策土地刊用鮒ま懸蠕函の年颪ド劫、贈疲の渕係・乞蔓つ疋乱低

癒．平野1・水田力吻く．台地に旧地賦タいヒいう一搬的なものにカ・えて．曳

樹二三斌地回の制約を拠しく平維ゐ＼ら台過ヘヒ通凱省旭面の畑旭の＊二刀

姻落忌に行わ匹ている．郡下搬旭絃福属・県に給で緯会葺血地ド次ぐ較倉亀諾

であ6バ．水回単年地帯で，二毛準摩一は3，ク％にすざ回し．その土恵刈潮，戻

絃二二趨毛のヒ致えない．

　郡山布の踏劇（っ民叢三農村回想要素兆怖質地硝更の主ヒして燭官地帯

ヒ急立っ（下せい急こヒも恩典姻瞳ない。．呑種の旋回の生底嵩バ2～3界に

・ぐつヒ溜し一とおク、セ叔冠も市囚の螺要空濁しき江す．参鍛の愁雇、の風回し

ば郵服いヒ思瞬橘．流簾ヒ知・一樹国ρ響設力嘱ざ捌く．坤妬詫ヒ

市内の縮要に応じて姻勉を果樹躍ト転4込してカを入に徹磁．
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